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1. はじめに
⾸都圏での降雪により、鉄道・道路・電⼒等に対してさま

ざまな影響が⽣じる．降雪量だけでなく、降⽔形態（⾬，雪，
霙など）によっても影響が変わるため、対策には降⽔形態の推
移を予測・把握することが重要である。気象庁の局地気象モデ
ル(LFM)は 2km 解像度で 10 時間先までの予測が 1 時間ごと
に⾼頻度で更新されるため、時々刻々と変化する降⽔形態を把
握するのに有⽤なプロダクトといえる。LFM では⾬，雪，霰
などの⽔物質を予報変数とする雲解像モデルが採⽤されてい
るものの、⼀般に配信される LFM 格⼦点データ（GPV デー
タ）に格納される降⽔データは地上降⽔量のみである。本研究
では、気象モデル GPV の気温、湿度の鉛直プロファイルから
⾬雪判別、特に、霙の含⽔状態を診断する⽅法について検討し
た。
2. ⾼度別の⾬雪判別⼿順

気温と湿度プロファイルから鉛直⽅向での⾬雪判別を⾏う
ため、単純な融解層のモデルを考える。ここでは融解層より上
層では雪、融解層上端で融解が開始され、融解層下端で融解が
完了し、それより下⽅では⾬となる。簡単のため、湿球温度 0℃
⾼度 H Tw0 を融解開始⾼度、気温および湿度が Matsuo et al. 
(1981)の⽇光における融解完了線  𝑅𝐻	 − 	43	(6.8 − 𝑇) 	= 	0
（RH: 相対湿度, T: 気温）と⼀致する⾼度 HMC を融解完了⾼
度とする。湿球温度 0℃をまたぐ逆転層を考慮するため、
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l 上⽅から探索した融解完了⾼度 H(+)
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から、図 1 のフローチャートにより降⽔形態を判別する。 
3. 結果
適⽤例として⾸都圏で降雪のあった 2024 年 2⽉ 5⽇におけ

る 18時の⾬雪判別を図 2 に⽰す。図 2(c)は地表⾯での降⽔形
態の推定結果で、⾸都圏の⼭沿いでは緑⾊で⽰した雪、内陸平
野部では⻩⾊で⽰した霙が広く分布している。図２(c)の霙領
域には、融解開始⾼度 H(+)

Tw0 を等⾼線で⽰している。霙は、融
解の程度に応じて⾬に近い状態から雪に近い状態まで含まれる。図２(c)では、⾬の領域との境界付近の千葉
県東部から茨城県県央地域にかけて等⾼線が混み、融解開始⾼度が⾼い領域（⾚点線）がある。この領域で
は融解層内での降⽔粒⼦の落下距離が⻑くなり、より⾬に近い霙となることが推測される。⼀⽅、それ以外
の霙の領域では、融解開始⾼度は 50~100m以下であり、融解層内での落下距離が短くなるため、より雪に近
い霙となることが推測される。実際には、融解完了⾼度は融解層内の気温・湿度プロファイルや、降雪粒⼦
の粒径分布などに応じて変化するため、ディスドロメータ観測などによる実際の降雪状況との⽐較による検
証が必要である。⼀⽅で、この⽅法は簡便で LFM以外の気象モデルの GPV に適⽤でき、逆転層の存在領域
と合わせて任意⾼度の⾬雪判別が可能なことから、着雪災害等への対策にも応⽤可能と考える。 
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図 1: H(+)
Tw0 , H(-)

Tw0 , H(+)
MC から⾼度 H におけ

る⾬雪判別を⾏うためのフローチャート。 

図2: ⽇本時間2024年2⽉5⽇18:00（FT=3H）
の LFM データによる(a) H(+)

Tw0，(b) H(+)
MC ，

地表⾯での(c)降⽔形態，(d) 降⽔量．(c)の塗
りつぶし⾊は図 1 を参照。⻩⾊の霙領域の等
⾼線は H(+)

Tw0 を表す。ハッチは逆転層の存在
領域。 
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